
　梅雨の晴れ間には夏の力強い日差しが感じられます。運動会を終え、１学期の後半を迎えた
６月の講話朝会では「６月から７月の自分を考えよう」という話をしました。「なりたい自
分」に向かい、子供達に次のことを提示し、考えていきました。
　・「やってみたい」（小さな思いも大切）
　・「やってみる」（まずは一歩、チャレンジしてみる）
　・「楽しむ」（自分から楽しんでみる）
　・「みつける」（チャンレジする中で、自分の良さを発見する）
　まずは小さな小さな一歩でいいので、「やってみたい」の思いから自分なりに「やってみ
る」こと。うまくいってもいかなくても、やってみるという事を「楽しむ」こと。そして、自
分の好きなことや得意なことを「みつける」６月から７月にしてほしいと伝えました。
　
　ここで何よりも大切なのは、「ひとりひとり違っていい」「自分のペースで」ということで
す。よく「努力すれは何でもできる」と言ってしまいがちですが、世の中にはどれだけ努力し
ても簡単には乗り越えられない壁があります。みんな同じゴールをめざしたり、同じスピード
で進んだりする必要はありません。ゆっくりでも、遠回りしても、踏み出した一歩が新しいチ
ャレンジの大きな一歩になりなります。そのことこそが何より尊いものなのです。

　ご家庭でもお子さんが何か「やってみた」ときには、成否にかかわらず、その踏み出したチ
ャレンジをぜひ、褒めてください。そして、その経験「できた」を一緒に喜んでいただけたら
幸いです。子供達がそれぞれのペースでなりたい自分に向かっていけるよう教職員一同、温か
く見守ってまいります。

　体育委員会が全校に向けて企画・実行しました。

６月１８日昼休みに体育館でのイベントです。計画もよく練られていて、

給食の時間にイベントアナウンスを２日間にかけて行い、

全校に周知していました。そしていよいよ当日、

１年生から６年生まで、それはそれは楽しそうに踊っていました。

アンコールが起こるほど、子供達は「踊りたい！」「楽しい！」の

気持ちがあふれていました。体育委員会のみなさん、ありがとう。
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　「やってみたい！」から始まった
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